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「
空
っ
風
と
迷
い
人
の
遁
走
曲

紹
介
文
」

岡
和
田
晃

片
理
誠
の
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
小
説
「
空
っ
風
と
迷
い
人
の
遁
走
曲
」
を
お
届
け
し
た
い
。

「
黄
泉
の
淵
を
巡
る
」
、
「S

w
i
n
g
t
h
e
S
u
n

」
に
続
く
「
ジ
ョ
ニ
ィ
・
ス
パ
イ
ス
船
長
」
シ
リ
ー
ズ
第

三
弾
だ
が
、
前
二
作
と
は
少
し
趣
き
を
異
に
し
、
番
外
編
的
な
仕
様
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本

作
か
ら
読
み
進
め
て
い
た
だ
い
て
も
い
っ
こ
う
に
問
題
な
い
。
む
し
ろ
未
読
の
読
者
は
、
本
作
を
読
ん

で
か
ら
「
黄
泉
の
淵
を
巡
る
」
に
進
ん
で
い
た
だ
く
の
が
い
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
「S

F
P
r
o
l
o
g
u
e
W
a
v
e

」
の
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
小
説
で
は
、
火
星
を
舞
台
に
す

る
こ
と
は
、
珍
し
く
な
い
。
本
作
の
舞
台
も
火
星
だ
が
、
そ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的
側
面
の
ダ
ー
ク
サ
イ

ド
で
あ
る
、
ダ
シ
ー
ル
・
ハ
メ
ッ
ト
の
ノ
ワ
ー
ル
小
説
を
彷
彿
さ
せ
る
―
―
『
マ
ル
タ
の
鷹
』
と
い
う

べ
き
か
、
そ
れ
と
も
『
血
の
収
穫
』
か
―
―
陰
鬱
な
雰
囲
気
に
、
情

報

体
リ
ラ
・
ホ
ー
リ
ー
ム
ー
ン

イ
ン
フ
ォ
モ
ー
フ

が
絡
ん
で
く
る
。

本
作
が
面
白
い
の
は
、
分
岐
体
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
火
星
に
フ
ォ
ー
ク

フ

ォ

ー

ク
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と
い
う
と
、
齋
藤
路
恵
＋
蔵
原
大
「
マ
ー
ズ
・
サ
イ
ク
ラ
ー
の
情
報
屋
」
が
記
憶
に
新
し
い
が
、
片
理

誠
の
本
作
「
空
っ
風
と
迷
い
人
の
遁
走
曲
」
は
、
角
度
を
変
え
つ
つ
内
面
描
写
よ
り
も
プ
ロ
ッ
ト
の
“

謎
”
そ
の
も
の
へ
よ
り
踏
み
込
ん
だ
形
で
、
こ
の
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
る
。『
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
』

を
は
じ
め
と
し
た
デ
ィ
ッ
ク
原
作
映
画
が
お
好
き
な
方
は
、
ぜ
ひ
本
作
も
ひ
も
と
い
て
み
て
ほ
し
い
。

２
０
１
４
年
の
片
理
誠
は
、
待
望
の
長
篇
『
ガ
リ
レ
イ
ド
ン
ナ

―
月
光
の
女
神
た
ち
―
』
（
朝
日

新
聞
出
版
）
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。
こ
れ
は
人
気
ア
ニ
メ
の
ノ
ベ
ラ
イ
ズ
と
な
っ
て
い
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
書
か
れ
て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
に
満
ち
た
圧
倒
的
な
ド
ラ
イ
ヴ
感
は
、
原
作

を
知
ら
な
い
読
者
で
も
充
分
に
楽
し
め
る
。
『
ガ
リ
レ
イ
ド
ン
ナ
』
が
気
に
入
っ
た
読
者
は
、
「
ジ
ョ

ニ
ィ
・
ス
パ
イ
ス
」
シ
リ
ー
ズ
も
き
っ
と
お
気
に
召
す
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
」
２
０
１
４
年
６
月
号
に
発
表
さ
れ
た
ジ
ュ
ヴ
ナ
イ
ル
作
品
「
た
と
え
世

界
が
変
わ
っ
て
も
」
で
は
、
、
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
と
同
様
に
大
き
な
技
術
的
進
展
を
遂
げ

た
未
来
に
て
、
祖
父
が
遺
し
た
サ
ポ
ー
ト
・
ロ
ボ
ッ
ト
「
ラ
グ
ナ
」
と
、
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
少
年
や

友
人
た
ち
と
の
、
心
あ
た
た
ま
る
成
長
物
語
が
描
か
れ
る
。
ラ
グ
ナ
は
ク
ラ
ウ
ド
に
接
続
さ
れ
て
い
な

い
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
型
の
サ
ポ
ー
ト
・
ロ
ボ
ッ
ト
だ
が
、
彼
の
描
写
は
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』

に
親
し
む
う
え
で
、
大
き
く
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
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